
イシガイ目イシガイ科 石川県カテゴリーイシガイ 準絶滅危惧

なし国カテゴリー

柴山潟、木場潟、邑知潟周辺の小河川、水路。河北潟水系の河川においても死殻が得られているが、

河北潟水系では現状が不明。
県内分布

水路の改修工事による砂泥底の消失。外来魚の侵入により幼生の寄主となる魚類がいなくなること。
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生存の危機
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殻はやや細長く、殻長50mm前後になる。成貝では殻表面の彫刻模様は目立たないが、幼貝では漣状の

模様が見られる。
形　　態

水路の改修工事により生息環境が悪化しているため。
選定理由

日本全国。
国内分布

小川や水路の砂泥底に生息する。
生　　態

生貝が潜る砂泥底と幼生が寄生する魚類（ハゼ類など）の存在が条件。
生息地の条件
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